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六

(

七 

一
S

値
と
い
っ
た
範

■

で
つ
か
ま
れ
な
い
も
の

.で
あ
る
こ
と
を
，
あ
き
ら
か
に
，し
て 

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
ょ
う
に
’、

本
書
に
お
い
て
は
、
独
占
理
論
帝
国
主
義
論
と
の
関
連 

は
、
あ
ま
り

明
確
で
は
な
い
。

ま
た
、
著
者
は
、
货
幣
資
本
の
振
愤
と
か
擬
制
資
本
と
い
っ
た
要
因
を

「

生 

産
の
集
積

」

と
の
関
連
で
讯
視
さ
れ
る
が
、
総
じ
て
、
信
用
謁
関
係
の
役
割
の 

理
論
的
評
価
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
：，ィ
ン
グ
の
理
解
と 

も
か
か
わ
り
、
帝
国
主
義
論
の
方
法
に
も
影
響
す
る
。
と
い
う
の
も
、
段
階
的 

変
化
の
衍
標
が
、
多
く
は
流
通
過
程
的
な
側
而
に
現
象
し
て
く
る
と
い
う
こ
と 

で
あ
る
。

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
は
、

こ
う
し
た

> 

r

現
象
形
態

」

に
と
ら
わ
れ 

て
，
特
提
な
段
階
規
定
を
お
こ
な
ゥ
て
い
る
。
ま
た
、
字
野

I

鈴
木
I

岩
田
と
'
 

い
う
系
列
の
帝
国
主
義
論
に
は
、
こ
う
し
た
色
彩
が
こ
く
で
て
い
る
。
問
題 

は
、

M

界
的
な
規
模
で
の
资
木
制
生
産
の
か
か
る
顯
倒
性
を
正
し
く
批
判
す
る 

'
こ
と
で
あ
る
が

.

そ
の
こ
と
が
、
.

一.
.方
的
に
生
産
の

f
f
i視
と
な
っ
て
こ
な
い
と 

い
う
こ
と
で
あ
る
。

「

ル
鹿
の
染
稱

」

も
ま
た
、

段
階
規
定
と
し
て
は
、

生
産 

過
殺
的

•

流
通
過
殺
的
と
い
う
ニ
面
性
を
も
っ
た
範
縛
と
し
て
設
定
さ
れ
う
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

金
融
資
本
範
晴
も
、
著
者
の
い
わ
れ
る
ご
と
く
社
会
的
編
成
を
達
成
せ
し
め 

る
と
い
う
社
会
学
的
な
意
味
を
も
つ
と
は
い
え
、
そ
れ
は
、

一
つ
の
物
象
化
過 

程
と
し
て
と
ら
え
う
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
.
れ
を
経
済
学
的
に

——

範
晴
的
に 

——

と
ら
、兄
る
に
は
、，信
用
制
度
を
媒
介
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 

そ
う
で
な
ホ
れ
ば
、

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ

流

の

「

机
織
性」

論
に
ゆ
き
つ
い
て 

し
ま
う
て
あ
ろ

以
上
、
主
と
し
て

「

生
産
の
集
積

」

を
め
ぐ
っ
て
の
若
干
の
点
に
つ
い
て
感 

想
を
の
べ
た
が
、
む
ろ
ん
本
書
は
、
よ
り
体
系
的
な
枚
討
に
よ
っ
て
こ
そ
真
の 

評
価
を
な
さ
れ
る
に
値
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
む
し
ろ
学
ぶ
ベ 

き
多
く
の
も
の
を
本
書
中
に
み
い

.だ
し
う
る
。
ま
た
、
著
者
の

『

独
占
資
本
ィ 

.ギ
リ
ス
へ
の
道

』
(

ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、

一
九
六
ニ
ギ

)

と
と
も
に
、
入
江
氏
の 

広
範
な
問
題
設
定
と
美
証
的
態
鹿
は
、
今
後
の
帝
国
主
義
研
究
に
一
つ
の
方
向 

を
示
す
も
の
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

7

、ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
，
一
九
六
七
ギ

.
B
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六

0
円)

◊
慶應義塾経済学会会則，

第
一
条
本
会
は
慶
應
義
塾
経
济
学
会

(T
h
e

 

Keio 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

s
o
c
i
e
t
y
)

と
称 

.

す
る
。

m
 

ニ
条
本
会
は
経
济
学
の
研
究
及
び
そ
の
樊
励
、
並
び
に
会
員
相
互
の
親
睦
を 

図
る
こ
と
を

E

的
と
す
る
。

策
三
条
本
会
は
前
条
の

H

的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
事
業
を
行
な
ぅ
。

一
研
究
会
の
開
催

ニ
機
閲
誌

「

三
f
f
l学
会
雑
誌

」

及
び
そ
の
他
研
究
成
来
の
刊
行 

三
講
演
会
、
資
料
展
跑
会
の
開
催 

四
他
の
学
会
及
び
諸
®
体
と
の
連
絡

五
そ
の
仏
本
会

.の
H

的
を
達
成
す
る
た
め
適
当
.と
認
め
る
事
業 

ポ
四
条
本
会
は
谈
應
義
盤
大
学
経
済
学
部
及
び
商
学
部
所
愿
專
任
者
の
ぅ
ち
経 

济
学
を
尊
攻
す
る
者
を
以
て
組
織
す
る
。

第
五
•

条

本

会

.に
左
の
役
員
を
置
く
。

一
会
長
 

一
名 

ニ
顧
問
 

を
干
名 

三

委

2
2； 

若
；十
名 

四

監

事

' 

ニ

名
 

策
六
条
会
長
は
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
長
と
す
る
。
顧
問
は
会
長
が
依
嘱
す 

る
。
委
員
及
び
監
事
は
総
会
に
於
て
会
員
の
互

'選
に
ょ
っ
て
定
め
る
。
 

筑
七
条
会
長
は
末
会
を
代
ホ
し
会
務
を
総
理
す
る
。
顧
問
は
会
長
の
諮
問
に

ず
る
。
委
員
は
を

2
2；

会
を
飢
織
し
会
務
を
執
行
す
る
。
監
事
は
会
計
を 

監
査
す
る
。

第 

<

 

条
委
員
及
び
監
事
の
任
期
は
ニ
年
と
す
る
。
但
し
再
選
を
妨
げ
な
い
。
 

i

ポ
九
条
会
長
は
年

}

回
総
会
を
招
集
す
る
。
，但
し
必
要
に
応
じ
臨
時
紘
会
を
招 

染
す
る

こ
と
も
で
き
ろ
。

第
十
条
会
員
は
機
関
誌

「

三
旧
学
会
雑
誌

」

及
び
其
の
他
本
会
刊
行
物
の
配
布 

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
本
会
の
経
費
は
赞
助
金
、
補
助
金
及
び
其
の
他
の
収
入
を
以
て
之
に
充 

て
る
。

第
十
二
条
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
ポ
四
月
一
日
ょ
り
翌
•年
三
月
三
十
一
日
迄
と
す 

る
。

第
十
三
条
本
会
会
則
の
変
更
は
総
会
の
決
議
に
ょ
る
。

第
十
四
条
本
会
の
ポ
務
所
は
慶
應
義
熟
経
済
学
部
研
究
室
内
に
置
く
。

経
済
学
会
委
員

(

昭
和
四
三
.

四
改
選

)

会長
遊部
久蔵

委
員
長

 

副
委
員
長

 

養員監

事

中
鉢
正

：
！
^

福
岡
正
夫 

堪

地

0 

.

M
山
隆
三 

松
村
高
夫 

高
木
寿

1

大
熊
ー
郎 

.村
力
.俊雄 

野
地
洋
行 

長
‘名寬
明 

千
種
義
人

大
島
通
義 

特
丸
悦
朗

八
七

(

七一
.
五)


